
八
 
%
 冊
説
 ）
 

手
形
保
証
の
付
 従
性
 ・
独
立
性
・
 有
 因
性
 

猫
協
 法
学
第
一
八
二
号
別
刷
（
 二
 0
0
 

三
年
一
二
 

日
ハ
 
）
 

柴
崎
 

暁
 



お   i  @ ま 

じ
め
に
 

手
形
 保
 -
 
証
の
付
 従
性
 と
独
立
性
 

A
 
 手
形
法
三
二
条
と
セ
集
と
の
関
係
１
手
形
保
証
の
特
殊
 
，
吐
 

B
 
 手
形
保
証
の
け
 従
性
 と
そ
の
限
界
 

（
ー
）
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
 い
つ
 
p
-
 

の
法
的
取
扱
 

（
 
2
 ）
 
付
従
 性
の
限
界
づ
 け
 と
そ
の
根
拠
Ⅱ
詩
合
の
法
理
 

手
形
保
証
の
有
田
 性
 

A
 
 
「
保
証
」
「
講
会
」
「
手
形
保
証
」
の
客
観
的
原
因
（
 

n
p
E
m
 

）
 

B
 
 「
の
 
3
%
q
e
 
仁
 「
判
決
と
人
的
担
保
の
客
観
的
原
因
 

わ
り
に
 

（
 
め
 
冊
 

説
 ）
 

手
形
保
証
の
付
徳
性
・
独
立
性
・
 有
 因
性
 

柴
崎
 

暁
 

一 l 一 
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抗
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
と
み
る
立
場
（
い
ず
れ
も
が
 昭
 和
 四
三
年
と
四
五
年
と
を
同
一
の
原
理
で
説
明
す
る
）
 と
 、
手
形
保
証
の
構
造
 

の
 特
殊
性
を
捉
え
、
い
ず
れ
か
と
い
え
 ぼ
 そ
れ
は
 付
従
性
 を
 本
質
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
立
場
と
が
主
張
 さ
れ
て
き
た
（
河
本
 

-
j
-
 

一
郎
Ⅱ
上
例
克
朗
読
）
。
本
稿
は
後
 
説
 に
立
脚
し
つ
つ
、
 
さ
ら
な
る
手
形
保
証
の
法
律
行
為
論
的
構
造
の
解
明
を
は
 か
ろ
う
と
す
る
も
 

学
説
は
、
大
別
す
れ
ば
、
 

最
判
 昭
和
四
三
年
一
二
月
二
 五
日
（
 い
 わ
ゆ
る
「
後
者
の
抗
弁
」
の
事
例
）
 

と
の
ア
 ナ
 ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
 

-
2
-
 

こ
の
事
案
を
捉
え
、
手
形
所
持
人
に
よ
る
「
権
利
濫
用
」
 

の
事
例
と
す
る
か
、
「
二
段
階
創
造
 
説
 」
を
前
提
に
「
 軸
 一
 
権
利
の
抗
弁
」
が
 対
 

手
形
保
証
に
関
す
る
手
形
法
三
二
条
は
、
一
項
に
お
い
 て
 
「
保
証
人
 ハ
 保
証
セ
ラ
 ン
 タ
ル
考
ト
同
一
 
ノ
 責
任
 ヲ
 負
フ
 

」
と
し
て
 

お
き
な
が
ら
、
二
項
に
お
い
て
は
、
「
方
式
 

ノ
暇
疵
ヲ
除
キ
 他
ノ
 如
何
ナ
ル
事
由
二
国
リ
テ
無
効
ナ
ル
ト
キ
ト
雄
モ
」
手
形
 保
証
人
は
こ
れ
を
 援
 

用
 で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
一
項
の
規
定
に
手
形
保
証
 の
付
従
 性
の
名
が
、
二
項
に
は
手
形
保
証
の
独
立
性
の
 
名
 が
与
え
ら
れ
て
 ぃ
 

る
 。
本
稿
の
目
的
は
、
あ
た
か
も
 相
 矛
盾
す
る
こ
の
ふ
 た
つ
の
原
理
の
調
整
は
い
か
に
し
て
お
こ
た
わ
れ
る
べ
き
 か
を
探
求
す
る
こ
と
 

で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
事
案
が
 、
昭
和
四
五
年
の
最
高
裁
判
決
で
あ
る
。
 

最
判
 昭
和
四
五
年
三
月
三
一
日
は
 、
 主
た
る
手
形
債
務
 者
（
 A
 ）
が
実
質
関
係
正
負
担
す
る
こ
と
の
あ
る
べ
き
請
負
 契
約
不
履
行
に
基
 

づ
く
損
害
賠
償
義
務
を
担
保
す
べ
く
注
文
主
（
 

X
 ）
に
 差
 

せ
ず
、
手
形
保
証
人
 Y
 に
手
形
 金
 支
払
を
請
求
し
た
と
い
 

入
れ
た
約
束
手
形
に
、
振
出
人
の
た
め
に
す
る
手
形
保
証
 

ぅ
 事
例
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
損
害
賠
 償
 義
務
不
発
生
と
い
 

人
 （
 Y
 ）
が
署
名
し
 、
 

請
負
の
履
行
が
完
了
し
て
、
損
害
賠
償
債
務
が
不
発
生
 に
 確
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
取
人
 X
 が
言
を
左
右
 に
し
て
手
形
を
返
還
 

-
l
-
 

ら
 事
情
（
原
因
債
権
の
不
発
生
）
を
手
形
 保
 -
 
証
人
が
手
 形
 抗
弁
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
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は
じ
め
に
 



手形保証 V 

も
の
で
あ
る
と
す
る
。
か
つ
て
の
判
例
は
こ
の
立
場
で
 あ
り
、
手
形
保
証
人
は
手
形
保
証
と
い
う
手
形
行
為
に
よ
 っ
て
独
立
に
手
形
上
 

の
 債
務
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
約
束
手
形
振
出
 人
の
た
め
に
手
形
保
証
し
た
者
は
、
振
出
人
が
受
取
人
 に
 対
し
て
有
す
る
人
 

-
6
-
 

的
 抗
弁
を
も
っ
て
受
取
人
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
た
 い
と
し
て
い
た
（
 
最
判
 昭
和
三
 0
 年
 九
月
二
二
日
）
。
量
一
 
局
裁
は
 、
昭
和
四
五
年
 

三
月
三
一
日
判
決
に
よ
っ
て
 、
み
ぎ
三
 0
 年
 判
決
を
変
 更
 し
て
手
形
保
証
人
に
「
権
利
濫
用
の
抗
弁
」
の
対
抗
 
を
許
し
た
も
の
で
あ
 

る
 。
手
形
保
証
は
実
質
的
手
形
厳
正
を
帯
び
た
制
度
で
は
 あ
る
が
、
「
手
形
保
証
に
限
っ
て
「
無
用
の
利
得
循
環
 
 
を
 
「
不
経
済
口
で
あ
 

@
7
@
 

る
と
し
て
排
除
す
べ
き
で
な
 い
 」
と
す
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
権
利
濫
用
の
抗
弁
と
は
、
実
質
関
係
の
欠
 扶
か
ら
自
動
的
に
導
か
れ
る
抗
弁
な
の
で
な
く
、
そ
れ
は
 外
の
特
段
の
事
情
 

  

3
 

独
 

う
 に
は
解
し
て
い
な
い
。
 

 
 

，
性
 

@
5
-
 

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
通
説
の
無
 因
論
は
 、
手
形
保
証
は
無
 国
行
為
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
原
因
関
係
に
基
づ
く
抗
弁
 を
 援
用
で
き
な
い
 

侍
従
 

  

血性・有国 性 ( 柴崎 ) 

る 効 る ル   の 

。 原 腸 モ 千 で 

あ 手形 か因 くでは 面 / ヲ法 形 る 

解 は   除 二 俣   付従 なら から 行為 無効 一項 ば 一 の 原 @ は 性 
" 項 無 囚し " と 

最 の 囚 の 手 独 
半り 問 ，ほ三 援 7@ ヲ Ⅰ ユ ;L: 

昭 題 を 用 保 佐 
和 と 通 が 証 
四 な 説 で 人 
五 ろ の き が   る 債務 三二条 保証人 に肯定 ものと 

の は す 規 者 
文 主 る 定 と   
は 者 は ぃ 一 
- と 、 る / 

致 責 原 。 責   
い 同 係 る を 
る 一 に 債 負   
ほ ろ 抗 の の 
な か 井 原 と 

る   
  
の で は さ 二 

ょ き 無 れ 依 
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A
 
 手
形
法
三
二
条
と
 セ
条
 と
の
関
係
１
手
形
保
証
 の
 特
殊
 桂
 

通
説
は
、
三
二
条
一
項
の
「
同
一
 

ノ
 責
任
」
を
、
実
質
 的
に
同
一
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
手
形
保
証
人
の
債
 務
は
主
た
る
債
務
 

者
の
そ
れ
と
同
一
の
手
形
 ヒ
の
 記
載
の
形
式
を
利
用
し
 た
 債
務
負
担
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
解
し
て
い
る
 
よ
う
 で
あ
る
。
し
た
が
っ
 

て
、
 主
た
る
債
務
者
が
 、
 例
え
ば
手
形
行
為
の
実
質
的
な
 有
効
性
を
欠
く
こ
と
や
、
人
的
抗
弁
を
対
抗
し
得
る
地
 位
 に
あ
る
に
と
ど
ま
 

り
 、
方
式
の
暇
疵
を
援
用
し
得
る
の
で
な
い
場
合
に
は
 抗
 弁
の
援
用
が
で
き
な
い
と
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 ま
た
、
実
質
的
に
同
 

一
 た
る
こ
と
を
要
求
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
三
二
条
 二
 頃
 に
お
け
る
抗
弁
の
援
用
不
能
は
、
手
形
法
 セ
 条
の
規
 建
 す
る
手
形
行
為
 独
 

@
 
㎎
 -
 

立
の
原
則
を
単
に
確
認
す
る
規
定
で
あ
っ
て
、
本
来
は
虹
 一
 
用
の
規
定
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
 。
実
際
、
手
形
法
統
 

一
連
動
の
過
程
の
一
入
八
八
年
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
万
国
商
法
 会
議
決
議
に
お
い
て
は
、
独
立
の
原
則
の
適
用
の
結
果
 と
し
て
手
形
保
証
も
 

当
然
に
主
た
る
債
務
か
ら
独
立
的
で
あ
る
と
い
う
発
言
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
七
条
と
三
二
条
と
は
、
「
一
般
原
則
 

｜
 確
認
規
定
」
の
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
あ
る
部
分
で
 は
 抵
触
し
あ
 ぅ
規
 

定
 と
読
め
る
余
地
が
あ
る
。
七
条
で
定
め
た
独
立
の
原
 則
が
 、
手
形
保
証
に
は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
 い
う
 疑
念
が
残
る
の
 

で
あ
る
（
二
段
原
則
１
例
外
規
定
」
）
。
と
い
う
の
も
、
 

セ
 条
で
は
、
手
形
上
に
「
偽
造
」
の
署
名
が
あ
っ
て
も
、
 

他
の
署
名
の
効
力
が
 

一 4 一 

-
9
-
 

-
8
-
 

の
証
明
を
要
求
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
四
五
年
の
事
例
 は
、
 主
た
る
債
務
者
で
あ
る
請
負
人
に
 よ
 り
工
事
が
相
 手
 方
に
引
き
渡
さ
 

ね
 、
請
負
人
が
免
責
さ
れ
た
 場
 ム
ロ
で
あ
っ
て
、
被
保
証
 手
形
債
務
の
原
因
関
係
で
あ
る
損
害
賠
償
債
権
の
不
発
生
 と
い
う
事
実
か
ら
 直
 

ち
に
、
他
に
何
ら
か
の
事
情
の
証
明
を
要
求
す
る
こ
と
が
 く
 権
利
濫
用
を
対
抗
で
き
る
と
い
う
結
論
が
正
当
化
 
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
 

る
 。
こ
の
点
が
、
 
最
判
 四
三
年
の
事
案
に
お
け
る
権
利
 濫
 用
と
 、
四
五
年
の
権
利
濫
用
と
は
、
一
見
類
似
す
る
も
 の
の
、
そ
の
本
質
に
 

お
い
て
異
な
っ
た
原
理
に
基
礎
付
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
 か
と
の
疑
い
 
な
 抱
か
せ
る
。
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手形保証の付 従性 ・独立性・有国 性 ( 柴崎 ) 

託 つ は 握 手 を る 三 6 人 害 
に式にあ 正 」なるじなと ー効 大いこ出セ 合す 我二 。 はさ 
し と っ 」 場 こ の て と が 五 め べ が 条 三 こ れ 
い い て と 合 ろ 援 は さ 偽 、 る て 国 二 こ : れ な 
の う し さ に が 用 言 ら 造 小 と の の 項 条 を い 
で 詰 ま - ね ち 、 し 及 に で 一 考 手 議 の が 援 と 

あ 参 え 形 論 一文 七 用 の   
、 と を き 理 が確 ぅか 為を虹 。 @6-l 分な 吟 しかし るので はこれ れ に よ 事由と い そ 。 式の暇 ような ）。 と @ のが 自 基本 合致 破る ると 

  
        ヒは解 なさとる 。 い 
にす 振かれこの 

が に づ 単 定 は 

式 
保 の 定 あ ら 主 
証 趣 し る は た 
人 言 て と こ ろ   
を 諾 せ 証 為 疵 に い が ナ 芋 茎 振 託 た ょ 

                              人 はの もる 無 
切 形 み 援 は 効 

ケ @ ヒ 

件 出 ず き 形 し 
る 著 て 

こ お 三   こ 名 @ 
と の   
に 偽 手 

出 は る い も よ 
善 本 「 こ の り   、 あ 証 



の
 偽
造
と
の
関
係
で
独
立
の
原
則
が
作
用
す
る
と
し
て
も
 、
 少
な
く
と
も
三
二
条
二
項
の
文
理
か
ら
い
っ
て
も
、
 ま
た
、
手
形
保
証
が
 

あ
く
ま
で
「
保
証
」
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
観
念
に
よ
 っ
て
も
、
被
保
証
人
で
あ
る
裏
書
人
の
署
名
の
偽
造
あ
る
 と
き
は
、
こ
れ
を
 援
 

用
 し
得
べ
き
も
の
と
解
す
る
余
地
が
あ
り
、
ま
た
か
く
 解
 さ
ほ
 げ
れ
ば
、
 再
 遡
求
の
可
能
性
を
前
提
に
債
務
負
担
 す
る
保
証
人
の
地
位
 

を
 危
う
く
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
ら
か
。
 

田
中
耕
・
手
形
法
小
切
手
法
概
論
（
一
九
四
 0
 年
 ）
は
 、
 「
各
種
の
手
形
付
 篇
に
 通
じ
て
法
の
要
求
す
る
 所
 の
も
の
は
署
名
 

（
 
C
 ま
 %
 お
 年
日
・
の
 
仔
コ
曲
こ
こ
 

-
 の
仔
 
コ
 %
 巨
 「
の
）
で
あ
る
。
 
手
 形
付
篇
は
通
常
は
署
名
以
外
に
他
の
意
思
表
示
が
篇
 さ
 る
る
こ
と
（
例
え
ば
 

 
 
胡
 

裏
書
と
か
引
受
と
か
に
 付
て
 ）
を
要
す
る
の
で
あ
 る
が
、
然
し
法
が
其
の
意
思
表
示
が
特
に
篇
さ
る
る
を
 要
せ
ず
と
も
他
の
事
情
ょ
り
 

 
 
年
 

し
て
 其
 れ
が
推
知
し
得
ら
る
る
も
の
と
認
む
る
 場
 ム
ロ
又
は
 
意
思
表
示
の
相
手
方
に
多
少
自
由
の
範
 茸
を
興
 ふ
る
 必
 要
 あ
り
と
認
む
る
 場
 

 
 
 
 

-
 
Ⅱ
 -
 

 
 

 
 

  

 
 

6
 
 
 

麟
 

も
い
 う
 べ
き
署
名
は
「
氏
名
又
は
商
號
の
自
署
」
 と
い
う
形
式
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
署
名
と
い
 3
 行
動
は
、
か
か
る
形
式
の
 

脇
 

充
足
自
体
を
さ
す
の
で
は
な
く
、
署
名
者
に
お
い
 て
 自
己
に
署
名
の
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
 意
 思
を
外
部
に
表
示
す
る
行
動
 

で
あ
る
と
こ
ろ
、
偽
造
は
、
外
形
と
し
て
ほ
署
名
ら
し
き
 像
 の
頻
出
を
伴
 う
 も
の
の
、
当
該
名
義
人
は
一
切
行
為
 し
て
お
ら
ず
、
他
方
 

外
形
 顕
 出
行
動
を
な
し
た
る
者
は
自
己
に
も
本
人
に
も
 手
形
上
の
権
利
義
務
に
関
す
る
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
 と
い
う
意
思
を
持
っ
 

て
い
な
い
。
偽
造
と
は
、
手
形
行
為
の
方
式
の
な
か
で
も
 最
も
本
質
的
な
部
分
で
あ
る
署
名
を
欠
く
現
象
で
あ
っ
 て
、
 最
も
重
い
方
式
 

の
 鞍
鹿
 に
よ
 る
無
効
と
い
う
べ
き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
  
 

統
一
法
に
よ
っ
て
初
め
て
「
手
形
行
為
独
立
の
原
則
」
を
 導
入
し
た
締
約
国
法
の
一
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
 て
は
、
偽
造
を
方
 

式
 の
 暇
 疵
の
場
 ム
ロ
 
に
同
視
し
う
る
か
と
い
う
問
題
に
付
 き
、
抜
殻
 院
は
 、
統
一
手
形
法
導
入
以
前
よ
り
、
一
見
方
 盾
 し
た
態
度
を
と
っ
 



り
 
P
 
仁
ご
 
。
コ
コ
の
 

@
 の
コ
ヰ
の
 
一
 種
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
 

-
 
乃
 @
 
（
 
お
 @
 問
題
は
単
な
る
用
語
の
異
同
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
制
度
 

の
 取
扱
、
即
ち
民
法
 

用
語
法
は
、
そ
の
よ
う
な
趣
旨
に
出
で
た
も
の
で
は
な
 い
 。
む
し
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
文
献
を
参
照
す
る
と
、
 古
 来
い
 セ
 
p
-
 
と
は
即
ち
 

手形保証の付 従性 ・独立性・有国 性 ( 柴崎 

    自己 て 近 
慮 そ 、 こ B し 
し こ 性 の て 

て で 質 2 手   
い 次 を ぅ 形 る 

る に 異 に 保 法   と に 三 証 の 

  い か す 二 の 婁統法 も 

え ま る 桑 村 と 

る し 手 の 従 で・ 

方 
ぅ 、 で 意 の 式 

の   疵 
は 取   と 

一 フ 扱 法 と え 察 し 

見 う の 手 な す 
す 、 ノ 居 、 形 い る て扱 

わ       れ 
辿 と に 手 る 

つ め の 形 場 
て 法 か 保 @ 
み 的 な 証 じ 

面   @ ま 
に と た 取 い は 限 
両 呼 い 扱 の   定 
者 は 。 の で 引 さ 

な れ 関 あ 一堂 れ 
因 る 連 るき   る 

房リ   付 。 裏 と 重日 げ   
を と 卜え 

  る 

我   で   が ナ， Ⅰ 

の フ 
あ 

国 他 ろ 
よ 、 / の の づノ @@ 

ち @  ス 
ケ こ き 吾 

そ 付 れ 属 
も て， と 的 

  手 比 
  較 形 行 す ， - 

が め 
れ 為 

、 保 
こ 証 

と比 は大 

き 較 
の を { し 
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て
き
た
。
一
八
八
二
年
三
月
二
 0
 日
 
（
審
理
部
）
 

-
 
@
g
@
1
 
 

を
は
じ
 め
 、
「
振
出
人
の
署
名
の
み
を
担
保
す
る
た
め
に
約
束
手
 
形
 上
に
な
さ
れ
た
 手
 

 
 

形
 保
証
は
 、
 主
た
る
債
務
者
の
身
元
を
い
っ
わ
る
偽
造
 に
よ
っ
て
、
 
暇
 疵
を
帯
び
る
」
と
す
る
一
九
 0
 九
年
六
月
 一
四
日
（
ム
ロ
同
部
）
 

-
 
四
 @
 

な
ど
、
援
用
肯
定
説
判
決
が
あ
ら
わ
れ
る
一
方
で
、
こ
れ
 を
 否
定
す
る
判
決
も
見
ら
れ
た
。
あ
る
論
者
（
 0
 ロ
 （
の
 
田
 Z
 ロ
内
力
の
日
オ
）
は
 
、
 

「
統
一
法
採
用
後
は
、
前
説
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
 
あ
る
か
に
思
わ
れ
る
」
と
し
つ
つ
も
、
結
論
と
し
て
は
、
 現
在
の
フ
ラ
ン
ス
 

ぬ
 説
で
あ
る
「
偽
造
Ⅱ
方
式
の
暇
 疵
 」
説
を
是
と
す
る
 

@
2
-
2
 こ
の
 ょ
う
 な
解
釈
を
採
用
し
て
も
、
偽
造
概
念
が
著
 し
く
無
権
代
理
に
接
 



一
九
世
紀
に
は
、
手
形
保
証
に
付
い
て
も
 付
 徳
性
を
強
力
 に
 主
張
す
る
思
考
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
の
 め
 （
の
Ⅱ
 

Z
 い
 Ⅱ
 オ
 Q
 Ⅱ
由
に
 よ
 れ
 

ぼ
、
 ポ
 ー
 控
訴
院
判
決
一
八
五
四
年
一
月
一
四
口
は
 

@
3
3
 
、
 
手
形
保
証
人
は
、
為
替
手
形
の
構
成
要
素
で
は
な
く
、
 取
 引
 に
加
入
し
て
い
 

規
定
の
手
形
保
証
へ
の
適
用
の
可
否
と
い
う
価
値
判
断
 0
 基
礎
で
も
あ
る
。
現
代
で
も
、
手
形
保
証
に
民
法
の
保
 証
 に
関
す
る
取
扱
を
 

ゑ
 ぼ
す
解
釈
が
支
配
的
（
判
例
・
学
説
）
で
あ
る
（
ベ
ル
 
ギ
 1
 法
 
、
 @
 
@
8
-
2
 
 

ま
 反
対
）
。
 フ
ラ
ン
ス
の
手
形
保
証
は
 、
 例
え
ば
 
デ
ィ
マ
ン
ド
・
ギ
ャ
 

-
 
打
 -
 

ラ
ン
テ
ィ
 ｜
 な
ど
よ
り
ま
民
法
保
証
 

@
 
.
 
 

二
化
、
 

こ
 近
く
、
 

-
 
。
 
-
2
 
 

付
徳
性
 あ
 る
 人
的
担
保
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

商
法
典
起
草
関
係
者
の
発
言
は
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
 と
と
も
に
、
手
形
保
証
の
付
徳
性
 を
 、
民
法
の
保
証
に
 関
 す
る
規
定
に
直
接
 

根
拠
付
け
よ
う
と
さ
え
す
る
。
 

r
o
 

の
力
 

吋
 （
 
宙
 。
 コ
は
 、
一
八
 0
 七
年
商
法
典
一
四
二
条
の
 解
釈
と
し
て
、
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
為
替
手
形
の
振
 田
人
や
裏
書
人
が
 

M
 
 

）
 

享
受
す
る
、
拒
絶
証
書
の
作
成
を
解
怠
し
た
所
持
 人
 に
お
け
る
失
権
の
利
益
を
、
手
形
保
証
人
が
援
用
で
 き
る
こ
と
を
述
べ
る
 
パ
ッ
 

 
 
昨
 

セ
ー
ジ
で
、
そ
の
根
拠
を
民
法
典
 二
 0
 
二
六
条
 に
 求
め
て
い
る
谷
の
ま
の
に
附
着
し
た
抗
弁
）
。
 

 
 
 
 
 
 

 
 
口
亨
 

 
 

し
の
枝
の
に
 
-
 
田
の
 
コ
り
 
0
 Ⅰ
の
 
由
臣
 
の
 -
 
の
 笘
 0
 コ
コ
 
の
 に
 Ⅰ
で
Ⅰ
 
0
 片
 
@
 
持
の
由
の
団
 
宙
ひ
リ
 

ア
か
曲
目
り
の
の
 

C
 つ
 し
 @
 
の
の
曲
 
仁
 （
目
の
目
Ⅰ
の
 

目
 P
 由
 Ⅹ
の
二
ロ
 
0
 の
㏄
の
 

岸
 Ⅰ
 
㏄
 -
 ヰ
倖
 
由
井
の
で
 

P
 Ⅱ
 ゴ
 
㊦
 

 
 
第
 

学
 

つ
 0
 Ⅰ
 
ヰ
 
0
 年
Ⅰ
 ロ
 ・
 
い
 せ
 o
r
 
Ⅰ
吟
曲
 
-
 
付
 一
の
つ
Ⅱ
 

0
 目
ひ
ヰ
 
W
 目
の
 
ヨ
 で
の
年
神
二
の
・
 

り
笘
 

 
 

の
 -
 
の
㏄
の
Ⅹ
の
の
 

つ
ゴ
 
0
 コ
の
 

法
 
協
 

ニ
目
一
ド
で
で
 

肛
 Ⅱ
（
 
-
 
の
コ
コ
 
の
串
田
 
ゆ
 目
印
 ひ
ヴ
 
舌
の
 
E
 Ⅱ
 つ
コ
コ
い
 

-
 
で
 p
-
 

の
田
口
 

仁
 -
 m
o
 
巨
ぎ
薫
恭
き
勒
 申
 さ
隠
 ～
～
 

e
.
 

な
お
ま
た
し
た
が
っ
て
 、
保
証
人
は
 、
所
 

濁
 

特
大
が
適
切
な
期
間
内
に
拒
絶
証
書
を
作
成
し
な
か
っ
 

訳
は
柴
崎
に
よ
る
。
原
文
中
イ
タ
リ
ッ
ク
は
出
典
ど
お
 

人
は
債
権
者
に
対
し
て
主
た
る
債
務
者
に
属
す
る
抗
弁
 り
 ）
。
 

た
こ
と
に
よ
っ
て
振
出
人
裏
書
人
が
得
る
失
権
の
効
果
を
 

お
よ
び
債
務
に
付
着
し
た
抗
弁
を
対
抗
し
得
る
も
の
な
れ
 受
益
す
る
、
保
証
 

ば
な
り
（
日
本
語
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  形 保証の 付 徳性 立 ・ 性   有国 性 ( 柴崎 ) 

い
る
よ
う
に
は
見
受
げ
ら
れ
ず
、
 付
従
性
 否
定
説
の
 

@
5
-
 

統
一
法
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
 

五
 0
 年
代
に
な
っ
て
、
一
時
的
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
の
 

 
 

取
扱
の
す
べ
て
が
手
形
保
証
に
適
用
さ
れ
る
の
で
は
 

-
 
叩
 -
 

利
益
」
は
、
手
形
保
証
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
 

 
 

決
定
的
な
論
拠
と
し
て
は
不
十
分
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
 （
 
@
 
ノ
っ
 

お
い
て
さ
え
、
事
情
が
異
な
っ
て
く
る
。
 

Q
 四
の
③
 Z
 巾
由
 下
 の
田
刀
 に
ょ
 れ
ば
、
一
九
 

判
例
に
は
、
ド
イ
ッ
 法
 
・
イ
タ
リ
ア
法
の
影
響
の
下
、
付
 徳
性
を
制
限
し
ょ
う
 と
 

即
ち
、
保
証
の
付
 従
 性
は
手
形
保
証
に
適
用
さ
れ
ず
、
 

同
 様
に
、
保
証
に
お
け
る
 

な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
民
法
典
 二
 0
 三
セ
 灸
所
定
の
「
訴
権
譲
渡
の
 

理
解
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
手
形
保
証
の
本
質
を
 反
映
し
た
帰
結
と
考
え
 ろ
 

る
と
い
う
状
況
に
よ
っ
て
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
に
と
 ど
ま
り
、
い
か
な
る
 場
ム
ロ
 
に
お
い
て
も
自
ら
が
担
保
 
す
る
署
名
者
の
写
像
 

-
 
㌍
 -
 

亡
息
㊤
）
と
し
て
し
か
考
慮
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
 る
 。
主
た
る
債
務
の
存
在
は
保
証
債
務
存
立
の
第
一
の
 要
件
で
あ
る
と
い
え
 

る
 。
 Q
 由
 ）
の
 
目
 2
%
 已
オ
 
Q
 円
刃
 は
 、
ド
イ
ッ
法
の
理
論
が
付
 従
 性
を
否
定
す
る
点
で
フ
ラ
ン
ス
 法
 と
の
対
立
を
来
す
も
 の
と
し
て
紹
介
し
て
 

い
る
。
か
か
る
対
立
の
結
果
、
一
九
三
 0
 年
 手
形
法
統
一
 
条
約
の
成
立
に
際
し
て
も
、
同
じ
三
二
条
の
文
言
が
 、
 そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
か
 

ら
 違
っ
た
読
ま
れ
方
を
す
る
と
い
う
。
ド
イ
ッ
法
的
理
 解
に
よ
 れ
ば
、
同
条
が
制
定
さ
れ
た
理
由
は
、
手
形
保
証
 の
付
 徳
性
の
作
用
す
 

る
 範
囲
を
、
方
式
に
 暇
疵
 あ
る
 場
ム
ロ
 
に
限
定
す
る
た
め
で
 あ
り
、
三
二
条
二
項
は
当
然
の
事
柄
を
、
一
項
は
手
形
 保
証
の
方
式
が
主
 た
 

る
 債
務
の
方
式
を
借
り
る
と
い
う
こ
と
の
帰
結
と
し
て
 捉
 え
る
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
法
的
理
解
に
 ょ
 れ
ば
、
同
条
 が
 制
定
さ
れ
た
理
由
 

は
 、
手
形
保
証
の
独
立
性
を
、
方
式
の
暇
 疵
 以
外
の
主
 た
 る
 債
務
の
成
立
の
暇
 疵
 あ
る
 場
 ム
ロ
に
限
定
す
る
た
め
だ
 と
い
う
こ
と
に
な
る
 

の
で
あ
る
か
ら
、
一
項
が
原
則
で
二
項
は
例
外
と
い
う
 @
 
」
と
に
な
る
。
な
お
、
統
一
法
の
形
成
過
程
で
は
、
 

別
 証
 保
証
 
c
-
p
 

づ
 田
口
目
 

（
 
お
 @
 

一
 
-
p
n
 

（
の
れ
 審
 「
 
か
 ）
の
許
容
の
問
題
を
除
い
て
は
、
あ
ま
り
 議
論
は
豊
富
で
は
な
い
が
、
手
形
行
為
の
独
立
性
の
当
然
 の
 帰
結
と
し
て
手
形
 

@
 
糾
 @
 

呆
 証
も
独
立
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
 よ
う
 で
あ
 る
 。
し
か
し
、
起
草
過
程
に
お
い
て
十
分
に
抗
弁
の
類
型
 毎
に
考
察
を
加
え
て
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「
事
実
、
手
形
保
証
と
民
法
上
の
連
帯
保
証
と
の
間
に
は
 
相
違
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
相
違
の
い
く
つ
か
は
 純
 枠
 に
形
式
上
の
 

@
 
乾
 @
 

る
 。
し
た
が
っ
て
、
今
日
で
は
次
の
よ
う
な
考
察
が
可
能
 で
あ
る
。
 

法
学
 

 
 

と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
か
ら
と
い
 っ
て
、
こ
の
処
理
が
他
の
事
 

出
 に
拡
張
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
。
 

結
局
、
状
況
は
再
び
一
転
し
、
 破
穀
院
は
 一
九
五
七
年
 一
月
五
日
の
判
決
で
、
右
の
判
例
を
変
更
し
、
民
法
典
 二
 0
 七
三
条
が
手
形
 

@
M
-
 

保
証
に
も
適
用
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
に
至
っ
た
。
 そ
 し
て
、
こ
れ
は
学
説
か
ら
も
支
持
さ
れ
、
下
級
審
も
こ
 れ
に
し
た
が
っ
て
 
い
 

    第 62 号 [2003 年 

条 

は 、 「 民 

法典 第二一 

所           
持 O 
八 三 
の セ 
過 条 
怠 は 
の   
被 債 
害 権 
老 者 
で ・ に 
あ 過 
る 怠 
手 あ 
膨 る 
保 場 
証 合 

大 に 
に 保 
は 証 
、 人 

月 の前 
持 完 
入 金 
に な 
対 免 
す 責 
る を 
損 規 
害 定 
賭 し 
償 て 

珪い ぅ日永 る 

権 の 
し に 

か 対 

誌 め、 し 
て 帝 
い 法 

な 一典 
い 40 @ 一 

」 0  回 
九 

一 ln  一 

12 月Ⅰ 

ハ
リ
 控
訴
院
判
決
一
九
五
 0
 年
 
一
 0
 月
三
一
日
は
、
伝
統
 的
な
フ
ラ
ン
ス
法
に
し
た
が
い
、
手
形
保
証
人
は
 、
商
 法
典
九
三
条
の
商
 

事
 共
同
連
帯
債
務
者
と
し
て
の
地
位
と
、
民
法
典
 二
 0
 
一
 
二
セ
 条
の
訴
権
譲
渡
の
利
益
を
認
め
ら
れ
る
民
法
上
の
保
 証
人
と
し
て
の
地
位
 

と
を
兼
ね
備
え
持
つ
と
の
理
解
を
と
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
 が
 、
そ
の
僅
か
二
年
後
、
こ
の
理
解
を
変
更
し
て
、
 

破
 殺
焼
 判
決
一
九
五
二
 

年
一
 0
 月
 二
八
円
は
、
商
法
典
一
四
九
条
の
償
還
請
求
 の
 規
定
が
民
法
典
の
規
定
を
排
除
す
る
も
の
と
解
し
て
、
 訴
権
譲
渡
の
利
益
の
 

@
 
㏄
 -
 

援
用
を
拒
ん
だ
。
学
説
は
可
能
な
限
り
抵
抗
し
た
。
 

Q
 Ⅱ
 ～
の
 
田
之
 ロ
口
 刃
 Q
 巳
オ
は
 、
吸
殻
 院
 の
こ
の
変
更
の
理
由
付
け
 が
 商
法
一
四
九
条
の
 

存
在
す
る
こ
と
に
も
と
め
ら
れ
る
以
上
、
手
形
保
証
の
 取
扱
の
変
更
は
、
そ
の
他
の
問
題
に
は
拡
張
さ
れ
る
べ
 
き
で
な
い
と
見
て
い
 

た
 



手形保証の 

最
後
に
、
被
保
証
手
形
債
務
の
原
因
 n
P
u
s
e
 

に
関
す
る
 抗
 弁
は
 、
手
形
保
証
人
に
お
い
て
も
援
用
し
得
る
抗
弁
と
 し
て
認
め
ら
れ
て
 

@
 
㎎
 -
 

い
る
（
 破
殴
院
 商
事
部
判
決
一
九
七
一
年
一
月
三
八
日
）
 

。
他
の
主
た
る
署
名
の
実
質
的
無
効
原
因
の
援
用
が
認
 め
ら
れ
て
い
な
い
に
 

-
 
コ
 -
 

 
 

も
杓
 わ
ら
ず
、
被
保
証
債
務
の
 n
P
 
拐
の
不
法
に
よ
る
無
効
 
の
 援
用
、
 

n
P
 

拐
の
欠
 

訣
 に
よ
る
無
効
・
後
発
的
失
効
の
援
 用
 が
認
め
ら
れ
て
い
 

 
 

手
形
保
証
債
務
の
原
因
の
欠
 訣
 で
あ
る
と
い
う
手
形
 保
 証
の
構
造
の
帰
結
で
 

-
 
詔
 -
 

あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
項
目
を
改
め
て
 後
述
し
よ
う
。
 

@
 
触
 @
 

他
方
、
統
一
法
三
二
条
二
項
所
定
の
と
お
り
、
方
式
の
暇
 疵
 以
外
の
無
効
（
 取
消
 ）
原
因
は
援
用
を
禁
じ
ら
れ
る
 。
こ
れ
に
加
え
、
 

主
た
る
債
務
者
の
責
任
を
解
除
す
る
に
と
ど
ま
り
債
務
 そ
の
も
の
を
破
壊
し
な
い
制
度
に
関
し
て
は
、
保
証
人
に
 よ
 る
援
用
は
許
さ
れ
 

付従 

時
効
期
間
そ
の
も
の
に
基
づ
い
て
手
形
保
証
人
は
こ
れ
を
 援
用
で
き
る
。
 

性 ・ な 

人
は
義
務
を
依
然
負
 う
 も
の
で
あ
る
が
、
手
形
保
証
に
お
 い
て
は
、
手
形
時
効
が
固
有
の
制
度
と
し
て
規
定
さ
れ
 、
 主
た
る
債
務
者
の
 

-
 
㎎
 -
 

一 1 

珪
 
立
た
る
手
形
債
務
者
の
時
効
完
成
に
つ
い
て
は
、
 

主
 た
る
債
務
者
が
責
任
を
負
わ
な
い
（
自
然
債
務
化
す
る
 ）
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
保
証
 

 
 

Ⅰ - 一 

こ
う
し
た
経
緯
で
獲
得
さ
れ
た
現
代
フ
ラ
ン
ス
手
形
法
の
 学
説
・
判
例
の
説
く
と
こ
ろ
を
要
す
る
に
次
の
通
り
と
 な
る
。
手
形
保
証
 

 
 

@
 
蛉
 -
 

-
 
卸
 -
 

崎
 
柴
人
は
、
被
保
証
人
の
あ
ら
ゆ
る
抗
弁
、
と
り
わ
け
 
、
 主
た
る
手
形
債
務
者
の
時
効
完
成
、
倒
産
手
続
に
お
 け
る
債
権
の
届
出
 解
怠
 に
ょ
 

 
 

-
7
-
 

4
 

-
 
邸
 -
 

 
 

手
形
上
遡
求
義
務
者
の
債
務
で
あ
る
と
き
、
拒
絶
証
書
 作
成
手
続
 辮
 怠
も
援
用
可
能
 

有
 

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
弁
済
・
更
改
・
相
殺
な
ど
債
務
一
般
 の
 消
滅
原
因
に
関
し
て
は
、
広
く
援
用
を
認
め
る
こ
と
 で
 争
い
が
な
い
。
 
主
 

も
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
は
実
質
的
に
債
務
負
担
行
為
の
 効
果
を
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
 相
違
は
手
形
保
証
 

が
 行
わ
れ
る
手
形
法
的
枠
組
み
の
帰
結
で
あ
る
。
こ
れ
ら
 の
 相
違
は
本
質
的
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
債
務
 負
 担
 行
為
の
本
質
を
 

-
 
㌍
 -
 

変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」
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圭 と 

坦 夷 い し と 
き し , @   

契 約 生 し わ 高 日 は は 者 ょ ） 付従性 約 ともな効力 張にも 、かと るとこ 禁 の 日 本民法 以上 考えて も ま、こ うにし 

い 構 賛 い ろ 正 の の い の て の   
性 ば そ 千 手 証 も ら フ 根 
な 、 れ 形 影 」 か 直 う 拠 
き か は 陳 訴 の か ち 、 ノ Ⅱ 

に ス 請 

担 そ 一 純 度 な ず 
保 の 定 束 の 完   
で 木 の 手 利 金 手 の い 
  
あ 質 箭形 用 な 形 手 て   
い 例 、 出 

き 民 と ら   
は 四 う る 
な 四 機 ょ 0 で 法い れ 本質 制度が 債 った 手形法 保証と 

か 大 熊 ぅ 許 務 め 
ろ 条 に な 
う の 拘 完 

最評   
理 -   
よ も 務 

ほ ろ 

よ で の     
ふノ p く あ 手 指 え 当   
主 な る 彩 純 は 化 し 
を 損 乱 行 で か 

一 12  一 

八 時 保 な 
が 人 証 さ い 
暇 に の ら   

疵 お 受 に ナ - Ⅰ 
に い 益 と 
つ て 者 判 え   
認 め る 、 帝 Ⅱ 和議 識が -5@ 所持独立 この 5 
あ 住 人 ょ が 
る を 白 う こ 
か 接 見 な れ 
ど 用 が 無 で 
ぅ で 主 動 あ 
か き た （ る 
は な る 取     
で 手 者 原 
な 形 を 因 
ぃ が 強 不 
。 書 通 対 

煮 し 抗 
者 た 原 
に り 理 
流 詐 の 
通 款 適 
し を 用   
ま て 善 
つ 上 局 、 女 局、 
た 思 の 

所持 場合 表示 

に さ 人 
は せ に 

別 た 限 
で と 定 
め か し 
ろ う て 
。 場 い - 

    



呂
 

 
 

 
 

 
 

 
 @
6
@
 

G
 

 
 

 
 

の
種
類
で
は
な
く
 
て
い
る
の
の
（
（
の
（
債
務
）
と
同
 

0
 
ヴ
 
二
 
m
P
 

巳
 
o
 
コ
 

の
種
類
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
 

よ
う
 
で
あ
る
。
担
わ
 

れ
る
客
体
で
あ
る
 

監
 二
の
に
 

塞
 き
 主
 債
務
者
が
主
張
し
得
 

る
 事
由
は
、
保
証
人
 

も
ま
た
主
張
で
き
て
当
然
で
あ
る
（
例
え
ば
、
金
額
）
。
他
 

方
 に
お
い
て
、
担
 

う
 主
体
で
あ
る
 

主
 債
務
者
の
人
の
属
 

性
 等
に
根
拠
を
お
く
 

事
由
は
 

o
r
 

鯨
 a
 
（
 
@
0
 

コ
 
0
 部
分
に
の
み
影
響
を
与
え
る
に
と
 

ど
ま
り
保
証
人
の
援
用
し
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
 

に
な
る
（
典
型
が
行
 

為
 無
能
力
）
。
基
本
的
に
は
 

い
 
0
 
己
の
 

0
Z
 

下
し
巳
も
同
様
の
 

思
想
に
立
脚
し
て
し
た
 

、
、
、
 -
0
@
7
 

-
 
。
 

        独立性 

  
と ね 
こ れ 
ろ て 
で か - 
  る ⑪ 右 
四 
四 
九 
条 
の   

朋身 

で 

あ 
る 

日 ｜ 

民 
法 
債 
権 

担保 

編 
九 @ 
条巴 
お 
よ 

び   
  
五 - 
条 ㊦ 
の 

さ 

ら 
ケ @ "@ 

原型 

で ・ 
あ 
る 
  
  
ン 

ス 

民 
法 
典   
  

一 13  一 

  有田 性 ( 柴崎 ) 

  と見 呼 務 法学と 推定さ行為の ス 九条で -g@ 5 付けを 判決と 

    

い巴効 
。 原 

祥 一 
い 因 
き め 
し 援 

  ら 不 
<    肯 i 

の た の 

合 蓋 
    

項 の 三 

他 で /   
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う
 。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
理
論
の
変
遷
が
要
請
さ
れ
た
の
は
、
 

，
 
」
の
よ
う
な
「
保
証
」
人
は
、
保
証
人
一
般
が
負
う
無
資
 
力
の
 リ
ス
ク
以
上
 

に
 、
本
人
に
よ
る
取
消
の
リ
ス
ク
と
い
う
別
の
リ
ス
ク
を
 負
 う
 こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 
ヱ
 フ
ン
 ス
 で
は
と
も
か
 

く
 、
日
本
で
ほ
こ
れ
に
加
え
て
、
民
法
四
四
一
八
条
の
規
定
 

と
 自
然
債
務
の
保
証
の
観
念
が
抵
触
す
る
と
い
う
と
こ
 ろ
に
も
根
拠
 づ
 げ
ら
 

れ
る
で
あ
ろ
う
。
主
た
る
債
務
に
訴
権
が
伴
わ
ず
、
 

従
た
 る
 債
務
に
訴
権
が
伴
う
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
 

そ
 の
 体
様
は
主
た
る
 債
 

務
 に
あ
れ
せ
て
「
縮
減
」
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
 自
 然
 債
務
の
保
証
は
自
然
債
務
で
し
か
あ
り
え
な
い
の
で
 あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
民
法
四
四
九
条
に
お
い
て
は
、
「
無
能
 

力
者
の
保
証
」
は
 
、
 主
た
る
債
務
者
に
よ
る
取
消
が
な
か
 っ
た
 場
合
に
は
 
保
 

証
 、
取
消
が
あ
っ
た
場
合
に
は
「
独
立
の
債
務
」
を
 負
 損
 す
る
混
合
契
約
と
し
て
構
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
 

そ
こ
で
翻
っ
て
か
ん
が
み
る
に
、
手
形
保
証
が
、
あ
る
面
 で
付
従
 的
な
人
的
担
保
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
は
一
定
 の
 限
度
に
お
い
て
 

者
（
本
人
）
に
 よ
 る
承
諾
を
促
す
取
引
で
あ
る
。
も
し
 本
 人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
自
ら
が
契
約
当
事
者
と
 な
っ
て
履
行
の
責
め
 

）
明
に
任
ず
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
二
 0
 
一
二
条
の
 場
 ム
口
に
は
、
保
証
人
は
、
無
能
力
者
が
追
認
し
取
消
を
 

し
な
い
と
き
に
は
本
人
の
資
 

 
 轄
力
 を担
保
し
、
追
認
せ
ず
取
消
し
を
な
す
と
き
に
 は
 自
ら
義
務
を
負
 う
 。
こ
こ
に
は
保
証
人
と
し
て
の
 地
 位
と
請
 舎
人
と
し
て
の
地
位
 

 
 ㎝
が
並
存
す
る
と
い
ら
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
 
契
 約
は
 、
不
法
の
目
的
を
持
た
ぬ
限
り
有
効
な
も
の
と
し
 て
 扱
わ
れ
て
 よ
 い
で
あ
ろ
 

日
方
 

 
 

l4  一 

と
こ
ろ
が
、
日
本
新
民
法
成
立
の
過
程
で
、
自
然
債
務
の
 観
念
が
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
 い
 、
か
っ
、
体
様
に
お
け
る
 付
 徳
性
を
規
定
す
 

る
 四
四
六
条
が
導
入
さ
れ
た
た
め
、
「
自
然
債
務
の
保
証
 
」
と
い
う
説
明
は
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
 て
 、
 旧
 財
産
 編
 九
条
 

@
n
-
 

二
五
条
の
改
正
法
た
る
四
四
九
条
は
新
た
な
理
論
的
基
 礎
を
別
の
観
念
に
求
め
た
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
 

そ
の
頃
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
も
同
様
の
問
題
に
つ
き
「
自
然
 債
務
の
保
証
」
と
Ⅰ
 
、
 ぅ
 理
解
を
改
め
 

@
2
@
@
 
 

、
 「
保
証
 
と
請
合
 
（
 
口
 0
 「
（
の
・
（
 

0
 （
こ
の
 

並
存
」
と
し
う
観
念
に
よ
る
説
明
 

@
 
@
@
 
 

力
 普
及
し
は
じ
め
る
 

、
 
0
-
,
-
7
 

講
会
と
は
、
詩
合
人
が
、
相
手
方
に
申
込
の
意
思
表
示
 を
な
さ
し
め
、
第
三
 



W
 
n
 
 
手
形
保
証
の
有
国
 

性
 

有
 

 
 

許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
通
説
は
そ
れ
ゆ
え
 

に
 権
利
濫
用
と
い
う
、
一
見
 

 
 

以
上
の
よ
う
に
、
手
形
保
証
を
、
民
法
四
四
九
条
の
構
 

造
 に
準
え
、
主
た
る
債
務
者
の
資
力
な
ら
び
に
方
式
の
暇
 

疵
を
除
く
無
効
 

原
 

-
 
Ⅰ
 
@
 

:
i
 

5
 
 
 

 
 

危
険
を
担
保
す
る
と
い
う
趣
旨
を
定
型
的
な
内
容
と
す
 

る
 法
律
行
為
と
考
え
る
と
、
 

 
 

@
 
巧
 
-
 

性
 
モ
形
保
証
の
独
立
性
を
抽
象
（
 

無
因
 
）
性
に
基
礎
付
け
る
 

必
要
は
な
く
な
る
。
日
本
民
法
四
四
九
条
や
フ
ラ
ン
ス
 

民
法
に
い
う
三
市
 

付
従
 

 
 

 
 

 
 

手
形
保
証
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
る
。
通
説
の
説
く
よ
 

う
 に
手
形
保
証
も
実
体
法
的
な
意
味
に
お
け
る
抽
象
 

債
 務
 で
あ
り
、
手
形
 

保
証
に
手
形
法
 

セ
 条
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
適
用
さ
れ
、
 

債
務
負
担
行
為
の
効
力
ほ
手
形
外
の
事
情
か
ら
影
響
を
 

受
 げ
な
い
も
の
で
あ
 

-
@
-
 

7
 

不
明
確
な
内
容
の
手
形
抗
弁
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

く
な
る
。
し
か
し
、
手
形
保
証
を
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
 

ず
 、
日
本
民
法
四
四
 

で
あ
っ
た
の
は
、
手
形
保
証
と
い
う
意
思
表
示
の
定
型
的
 な
 内
容
が
 、
 右
の
混
ム
ロ
契
約
と
同
様
に
 
、
 主
た
る
債
務
 者
の
資
力
な
ら
び
に
 

方
式
の
暇
疵
を
除
く
無
効
原
因
に
 よ
 り
債
務
そ
の
も
の
が
 存
在
し
な
い
こ
と
の
危
険
を
担
保
す
る
と
い
う
趣
旨
に
 あ
る
か
ら
、
と
説
明
 

 
 

保
証
の
独
立
性
は
、
こ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
手
形
 保
証
人
は
 、
 主
た
る
 

手
形
行
為
の
偽
造
を
援
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
担
保
 と
い
分
目
的
の
な
か
に
依
然
と
し
て
そ
の
存
在
理
由
を
見
 出
す
。
そ
の
点
が
 純
 

崎
 
）
 

枠
 な
単
純
約
束
と
異
な
る
点
な
の
で
あ
る
。
 

柴
 



と
し
て
以
来
こ
の
「
考
慮
」
説
を
採
る
。
手
形
保
証
に
と
 

つ
て
も
原
因
 

c
a
u
 

の
の
と
は
、
 

主
 債
務
者
・
債
権
者
間
の
取
 
引
へ
の
「
考
慮
」
で
 

 
 債

務
負
担
行
為
の
原
因
（
こ
こ
で
は
客
観
的
 p
p
u
 

の
の
に
あ
 

た
る
も
の
）
を
い
か
に
定
義
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
狭
義
 の
 「
保
証
 
目
 「
 
請
 

合
 」
、
「
手
形
保
証
」
を
、
共
通
の
性
質
を
も
つ
も
の
と
し
 

 
 

法
 保
証
 

c
a
 

亡
巳
 
0
 コ
コ
 
の
・
 

@
 
㎝
 -
-
 

あ
 @
 

ヨ
の
 
巨
に
付
い
て
は
、
一
九
 セ
 二
年
の
 ド
 の
 ヨ
ロ
 
の
「
 

0
%
 

「
判
決
 

が
 、
原
因
 

c
a
u
 

の
の
と
は
、
 

主
 債
務
者
・
債
権
者
間
の
取
引
 へ
の
「
考
慮
」
で
あ
る
 

 
 

 
 

6
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
 
ぼ
が
同
時
に
手
形
体
証
人
に
と
っ
て
も
原
因
で
あ
る
 

と
の
理
解
を
と
っ
 

て
 抗
弁
の
援
用
を
認
め
る
。
 

@
-
-
-
 

。
 
-
8
 
 

こ
の
 
議
 論
 に
示
唆
を
得
る
に
し
て
 

-
 
Ⅱ
 
@
 

脇
も
 、
で
は
そ
こ
で
何
が
手
形
保
証
人
の
義
務
の
原
 

因
 に
あ
た
る
の
か
、
そ
も
そ
も
定
型
的
に
手
形
保
証
の
 

原
因
を
確
定
し
 

ぅ
 る
の
か
を
 

  

九
条
や
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
い
う
「
講
会
」
と
同
様
に
 捉
，
 
ぇ
 れ
ば
、
四
五
年
判
決
の
事
案
は
権
利
濫
用
で
は
な
く
、
 

別
の
根
拠
で
説
明
し
 

ぅ
る
 余
地
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

フ
ラ
ン
ス
手
形
法
の
理
解
に
よ
る
と
、
手
形
の
振
出
人
と
 受
取
人
と
の
間
で
は
、
手
形
債
務
は
実
質
的
に
無
因
の
 も
の
で
は
な
い
か
 

ら
 、
原
因
関
係
 欠
 訣
の
場
合
に
は
、
無
効
原
因
の
対
抗
の
 如
何
と
か
 
ぅ
 問
題
に
な
る
は
ず
で
あ
り
、
三
二
条
二
項
 が
い
 う
 実
質
的
無
効
 

原
因
に
、
原
因
の
欠
畝
も
含
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
 そ
れ
は
援
用
不
能
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
（
 日
 本
法
の
通
説
的
見
解
 

で
は
、
原
因
の
欠
訣
は
人
的
抗
弁
事
由
と
な
る
に
と
ど
ま
 る
か
ら
、
三
二
条
の
文
言
か
ら
は
い
ず
れ
と
も
言
い
難
 い
 こ
と
に
な
る
が
、
 

M
 
 

）
 

お
そ
ら
く
は
無
効
原
因
以
上
に
援
用
で
き
な
い
と
 考
え
る
の
が
通
説
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
合
理
的
で
あ
 ろ
う
）
。
し
か
し
、
振
出
人
と
 

 
 
拝
受
取
人
と
の
間
に
お
け
る
原
因
関
係
の
欠
 訣
が
、
 手
形
保
証
そ
の
も
の
に
と
っ
て
も
同
時
に
原
因
の
欠
 訣
 を
 意
味
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
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そ た 目 が の が 保 克 い       
律 に 称 ら ま 力 び 親拝 ら を 別 が が 
行 よ す に で の 庶 族 在 れ条 の あ   担保養 祐の 取 って圭 ること 、保険 論じて 債 ある （ 囚 nP る。与である する。 に被 件 性質 決 っても 

  
0 行神保 

と 

と       も え そ う 機 た そ 的 殺 
、 主 の る 罷 め れ 担 や 
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A
 
 
「
保
証
」
「
講
会
」
「
手
形
保
証
」
の
原
因
⑧
笘
の
の
  
 

あ
る
金
銭
給
付
義
務
を
負
担
す
る
行
為
を
締
結
す
る
に
 お
い
て
、
当
事
者
に
は
、
こ
の
約
束
が
 、
 

を
 獲
得
せ
し
め
う
る
自
由
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
 自
由
」
は
無
制
約
な
も
の
な
の
で
は
な
い
。
 

外
部
の
事
象
に
依
存
し
な
い
性
質
 

例
え
ば
、
人
的
担
保
と
称
し
て
用
 



者
の
不
利
益
に
つ
い
て
、
「
本
人
」
に
帰
責
性
が
な
い
た
 め
に
「
本
人
」
に
は
賠
償
請
求
で
き
な
い
場
面
が
想
定
 さ
れ
て
い
る
。
し
た
 

が
っ
て
、
そ
こ
に
は
仮
設
的
か
つ
倫
理
的
に
は
「
本
人
」
 の
年
の
（
（
の
が
存
す
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
 う
な
仮
設
的
 &
 の
 （
目
の
に
 

仮
託
し
て
語
ら
れ
て
い
る
事
柄
と
は
、
要
す
る
に
、
 債
 務
 負
担
行
為
が
果
た
す
「
担
保
と
い
う
は
た
ら
き
」
 
そ
 の
も
の
を
指
し
て
い
 

る
 。
講
会
に
し
て
も
手
形
保
証
に
し
て
も
、
こ
の
点
に
お
 い
て
、
単
純
な
支
払
約
束
と
異
な
る
。
「
本
人
」
が
い
な
 

ぃ
 天
災
や
第
三
者
の
 

行
為
か
ら
生
じ
た
損
害
の
填
補
を
目
的
と
す
る
損
害
保
 険
 契
約
の
場
合
に
は
、
保
険
料
と
危
険
負
担
と
の
交
換
と
 い
 う
 構
造
を
有
し
、
 

本
人
の
繍
二
の
を
想
定
し
得
な
い
状
況
を
前
提
に
し
て
い
 る
 。
本
人
の
信
用
増
強
と
い
う
機
能
を
担
 う
 こ
と
を
類
 型
 的
に
必
須
と
し
な
 

 
 

-
 
あ
 -
 

胡
 

い
の
で
、
損
害
保
険
や
 、
 何
ら
こ
う
い
っ
た
機
能
 と
 無
関
係
に
成
立
す
る
抽
象
（
 無
囚
 ）
債
務
を
負
担
す
 る
 単
純
約
束
の
ご
と
き
も
の
 

 
 

 
 

 
 
 
  
 

 
 

こ
こ
に
い
う
機
能
こ
そ
が
、
フ
ラ
ン
ス
私
法
学
に
お
い
て
 は
 、
客
観
的
原
因
 
盆
ど
 の
の
 0
 ヴ
 一
の
 

c
t
@
 

お
 ）
の
名
で
語
ら
 れ
る
法
律
行
為
の
 

 
 

8
 

申
万
 

 
 

%
 
 
有
効
性
に
必
要
な
条
件
で
あ
る
。
人
的
担
保
で
、
 右
の
機
能
と
無
縁
に
成
立
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
 ，
 
」
こ
で
想
定
さ
れ
る
保
証
の
 

 
 

群
 

客
観
的
の
の
二
の
の
は
、
主
た
る
債
務
の
存
在
そ
の
も
 
の
で
は
な
く
て
、
主
た
る
債
務
者
が
、
担
保
の
存
在
に
 よ
っ
て
債
権
者
か
ら
引
き
出
 

脇
し
 得る
有
利
な
地
位
に
対
す
る
、
担
保
義
務
者
の
 貢
献
へ
の
意
思
と
い
ら
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 

客
観
的
 c
a
 

二
の
の
が
、
数
個
の
契
約
類
型
を
範
時
に
括
る
 

基
 準
 と
し
て
作
用
す
る
と
き
に
、
そ
れ
は
 c
 の
二
の
の
 

n
P
 

乙
 m
o
 
舌
 二
の
（
 
範
埼
的
原
 

因
 ）
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
 
n
p
 

拐
の
 

c
a
 

（
か
的
 

0
 「
一
口
仁
の
は
、
 

典
 型
 契
約
・
有
名
契
約
の
一
個
の
契
約
類
型
に
共
通
し
て
 定
義
 づ
 げ
ら
れ
て
お
 

り
 、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
。
桂
の
の
（
 ぎ
 日
の
（
目
的
因
）
 と
し
 て
 合
意
の
有
効
性
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
③
拐
の
 0
 三
の
の
 
（
 
一
 
く
の
（
客
観
的
原
因
）
 

と
 定
義
上
か
さ
な
り
あ
 い
 
（
 範
 肩
を
決
定
す
る
基
準
に
 な
る
 

c
a
u
 

の
の
が
、
有
効
性
を
条
件
付
け
ろ
り
当
の
の
 

と
ズ
レ
 6
 場
合
も
あ
る
と
 考
 

え
ら
れ
て
い
る
 よ
う
 で
あ
る
が
）
、
同
時
に
そ
れ
は
訴
の
 

原
因
た
り
う
る
 c
a
u
 

の
の
の
（
 

卜
一
 

n
@
 
の
 コ
 （
の
（
債
務
発
生
原
因
・
 充
 定
田
）
の
 名
 と
同
じ
 

数
 だ
け
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
三
種
の
（
 範
傭
的
 
目
的
的
・
充
足
的
）
の
の
二
の
の
は
、
同
じ
概
念
を
、
そ
の
 働
き
や
視
点
を
変
え
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手 の き の 

そ 形 

質 
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性
 

お
そ
ら
く
、
わ
れ
わ
れ
は
、
狭
義
の
保
証
と
、
講
会
 や
 手
形
保
証
と
を
 総
 ム
ロ
す
る
人
的
担
保
制
度
の
 n
p
u
 

の
の
 

0
 三
の
 
り
 （
 
一
 
く
の
を
想
定
す
る
 

因
 

有
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

-
,
-
s
 

 
 

て
 定
義
し
た
だ
け
の
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
り
 ピ
 の
の
は
、
と
り
わ
け
片
務
契
約
に
お
い
て
は
、
そ
の
 

債
 務
 負
担
行
為
が
 い
か
 

な
る
機
能
を
担
 う
 か
を
決
す
る
基
準
と
な
り
、
機
能
の
喪
 失
 が
そ
の
効
力
を
奪
 う
 と
の
帰
結
を
も
た
ら
す
。
債
務
 負
担
行
為
そ
れ
自
体
 

に
暇
疵
 が
な
く
と
も
（
法
律
行
為
の
成
立
時
に
判
断
さ
れ
 る
 ）
、
債
務
の
内
容
自
体
に
と
っ
て
は
外
部
的
な
、
後
発
 

的
な
事
情
で
債
務
 負
 

担
 行
為
が
失
効
し
、
し
か
も
、
そ
の
失
効
と
い
う
帰
結
 が
 当
該
契
約
類
型
の
常
態
で
あ
る
と
き
、
そ
れ
は
も
は
や
 、
契
約
自
由
に
よ
っ
 

崎
 
）
 

て
 千
差
万
別
で
あ
り
得
る
「
目
的
物
（
 0
 三
ユ
）
」
 や
 
「
条
件
（
 

n
o
 

コ
臼
由
 
。
 し
 」
の
作
用
な
の
で
は
な
く
、
定
型
 的
な
 

n
P
u
 

の
の
の
作
用
以
外
に
 

紫
根
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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的 ぃ 依 れ 求 た く 者 人 て 

担 る 然 こ は ① こ め る な で の こ     
保 実 と の 、 客 の る 償 っ あ 名 の る 
の 益 し 批 付 親 判 請 祷 た っ を 定   
n は て 判 従 的 洗 米 者 は た と 義 

    

    

  「 い 

て で 

事 

） 約 五   
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引
き
受
け
る
義
務
に
つ
い
て
の
考
慮
（
 下
 n
0
 
コ
の
一
 

&
m
 
「
 
由
か
一
 

0
 二
年
の
て
 
0
 す
目
㎝
 

舶
口
 
0
 二
つ
「
 
@
 
の
の
 

0
0
 

Ⅰ
Ⅱ
 

か
 
）
 
P
 
片
一
 

く
の
 
ヨ
 の
コ
田
で
 

P
 Ⅱ
 -
 
の
り
Ⅰ
 

か
 
p
 コ
ロ
の
㍉
）
」
 

沖 @ し 
も 

と 

め 

@
 
㏄
 -
 

B
 
 ぎ
ョ
 ヌ
 R
 目
判
決
と
人
的
担
保
の
客
観
的
原
因
 

フ
ラ
ン
ス
の
判
例
は
、
保
証
の
 c
a
 
ロ
 の
の
を
、
主
た
る
債
務
 者
に
対
す
る
債
権
者
か
ら
の
 与
 信
開
設
の
よ
う
に
、
「
 債
 権
者
が
相
関
的
に
 



手 

さ す     

れ せこ「 よと 事 ら 

の 

うの とで、 実 批 
す き 人 
べ る 的 

１ 手 
ヰ - Ⅰ 

く 利 担 っ 
担 益 保 い 
保 を の て 

@ ま 
  い り目のの 考慮に義務者 の 

を ぃ を よ 

導 れ 把 ハ ツ ト   
由 と る 論 
ヰ @ ヒ ヤ @ ヒ ノ Ⅰ が 

目 、 と あ 
を 何 が る 

む ら 問 
げ 妨 題 
る げ で 
こ は あ 
と な る 

場ム も 、 口 

付 し に 
ら か   

  
個人 もので が に有利 

的な立 はな い な地位 

。 （ 場 

取引 担保の で く目ヰ斡 p 
経錦 済 ） か ら 
的 を 引 
社 獲 き 
会 得 田 

  形 保証の付 従性 ・独立性 

下 ヤこ ムロ 対価でうので 意 「なぜ Z のⅡ 

  
ケ @ し 

  
ヤ @ Ⅰ   
Ⅰ 提供 

さ 、 訪 い 

れ と 入 る 
る ぃ が 。 
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う
 間
に
対
す
る
答
と
し
て
の
 c
a
 

二
の
の
と
し
て
は
、
殆
ど
「
 

保
証
債
務
を
負
っ
た
か
ら
だ
」
と
答
え
る
よ
う
な
も
の
 だ
か
ら
で
あ
る
。
「
 
保
 

証
人
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
目
的
は
、
実
際
に
は
、
 

担
 保
 で
は
な
い
。
担
保
は
、
手
段
で
し
か
な
い
。
保
証
人
が
 債
務
を
負
う
の
は
、
 

通
常
、
債
務
者
の
要
請
に
し
た
が
っ
て
で
あ
る
と
す
れ
 ば
 、
そ
れ
は
、
債
務
者
に
債
権
者
か
ら
の
信
用
ま
た
は
そ
 の
他
の
利
益
を
得
せ
 

@
 
㏄
 肖
 ℡
 -
 

し
め
る
た
め
で
あ
る
」
（
 
臼
ま
ァ
 日
下
）
。
 

②
第
二
の
批
判
と
し
て
、
判
旨
は
、
双
務
契
約
に
認
め
 ら
れ
て
い
る
客
観
的
 o
p
u
s
 

の
の
定
義
を
そ
の
ま
ま
庁
務
契
 

約
 に
押
し
付
け
た
 

 
 
崎
柴
 
も
の
で
、
必
要
的
に
動
機
 竺
 ]
@
 
及
 せ
さ
る
を
得
ず
 、
こ
の
事
実
に
よ
っ
て
客
観
的
 c
a
 

巳
の
（
契
約
の
類
型
 

ご
 と
に
一
定
の
債
務
負
担
の
理
 

 
 
剛
士
を
い
い
、
そ
の
実
在
性
が
な
い
 場
 ム
ロ
に
ム
ロ
意
の
 
無
効
原
因
に
な
る
）
と
主
観
的
 n
p
u
s
 

の
（
契
約
ご
と
に
 

千
 差
 万
別
の
債
務
負
担
の
理
由
 

有
 

を
い
い
ム
ロ
意
の
内
容
に
採
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
 
っ
て
動
機
か
ら
 c
a
 
二
の
の
に
ひ
き
あ
げ
ら
れ
る
、
そ
の
 適
法
性
が
な
い
 場
 ム
口
 



得
、
こ
れ
が
保
証
の
 n
p
c
m
 

の
で
あ
る
。
 

何
が
保
証
の
 8
 仁
の
の
で
あ
る
か
の
定
義
は
 、
 

め
た
か
 ?
 」
と
の
問
い
に
対
す
る
解
で
あ
っ
 
し
た
が
っ
て
、
「
保
証
人
が
、
い
か
な
る
考
慮
の
対
象
で
 
あ
る
有
利
な
地
位
を
獲
得
せ
し
 

て
、
 「
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
保
証
人
が
自
分
以
外
の
 

者
の
た
め
に
こ
の
有
利
な
地
位
 

る
、
 主
た
る
債
務
者
が
債
権
者
か
ら
 与
 信
を
開
設
し
て
も
 ら
う
と
い
う
利
益
を
享
受
す
る
、
 

こ
の
有
利
な
地
位
（
 ミ
の
耳
り
 
的
の
）
の
 獲
 

保
証
人
に
よ
る
債
務
負
担
行
為
か
ら
、
も
っ
と
直
接
に
 も
た
ら
さ
れ
る
帰
結
、
す
な
 ね
 ち
、
保
証
の
設
定
を
条
 件
 と
し
て
得
ら
れ
 

行
為
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
担
保
義
務
者
が
追
求
し
 た
事
実
、
一
層
個
人
的
な
目
標
（
 由
コ
 0
 三
の
の
（
 

一
 
（
 口
一
 
u
s
 

口
の
 

ニ
 0
 コ
コ
 
匹
 ）
は
、
担
保
 

-
 
Ⅶ
 -
 

の
た
め
の
債
務
負
担
行
為
の
有
効
性
に
と
っ
て
は
、
 

ど
 ぅ
 で
も
よ
い
事
柄
で
あ
る
。
」
 

 
 
月
 
 
 
 
 
昨
 

客
観
的
 c
a
u
"
 

の
は
、
一
般
的
に
、
債
務
負
担
 意
 思
の
正
当
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
 双
務
契
約
で
あ
れ
ば
、
こ
の
 

 
 

 
 

た
者
に
と
っ
て
も
何
ら
か
の
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を
 確
認
す
れ
ば
論
理
的
当
然
に
 

 
 

約
 で
あ
る
担
保
契
約
の
場
合
に
ほ
、
か
か
る
コ
ン
ト
 ロ
 １
ル
 は
 同
様
の
形
式
で
は
 作
 

ぼ
勤
 しな
い
。
確
か
に
、
保
証
人
自
身
の
利
益
、
 

た
 と
え
ば
保
証
料
の
支
払
が
ム
ロ
 煮
 さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
 る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
 

協
 

し
か
し
、
保
証
委
託
の
際
に
、
報
酬
が
同
意
さ
れ
る
か
 ど
う
か
は
、
 
場
 ム
ロ
に
よ
り
区
々
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
 
、
 保
証
人
の
受
け
る
 自
 

猫
 

分
 自
身
の
利
益
は
、
担
保
た
る
債
務
負
担
行
為
の
直
接
 0
 日
 的
 
（
 
こ
す
仁
 二
ョ
 ョ
ひ
臼
 
P
 （
）
と
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
，
 て
 な
い
。
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的
 か
つ
有
効
な
る
説
明
を
有
す
る
。
ひ
と
は
、
「
配
慮
の
 
あ
る
」
（
の
 け
 
（
の
 
コ
 （
 
@
 
～
）
（
そ
う
い
っ
て
よ
い
な
ら
「
分
別
の
 
あ
る
」
合
の
 コ
 の
 
か
 
）
）
 

的
 目
的
（
（
 @
 
コ
生
 （
 
か
 ）
は
 、
 

く
 、
債
権
者
と
債
務
者
と
 

っ
 債
権
者
か
ら
獲
得
す
る
 結
局
、
担
保
義
務
者
と
債
務
者
と
の
間
の
交
換
で
も
、
 担
 保
 義
務
者
と
債
権
者
と
の
間
の
交
換
で
も
な
 

の
 交
換
に
あ
る
。
し
か
る
に
、
担
保
義
務
者
が
、
債
務
者
 0
 期
待
す
る
有
利
な
地
位
を
債
権
者
に
欲
し
か
 

時
点
で
、
そ
れ
は
充
足
さ
れ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
ひ
と
は
、
 c
a
u
 

の
の
を
有
す
る
。
ひ
と
は
、
債
務
負
担
の
ム
ロ
 

理
 



を
 得
せ
し
め
よ
う
と
追
求
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
 ?
.
 
」
 「
保
証
人
に
と
っ
て
の
自
分
自
身
の
利
益
は
い
ず
こ
に
 

存
す
る
か
 ?
 」
と
の
 

間
 に
対
す
る
解
で
は
な
い
。
後
者
の
定
義
に
 よ
 る
と
き
 に
は
、
保
証
人
の
「
自
分
自
身
の
利
益
」
が
、
保
証
人
に
 、
直
接
に
保
証
契
約
 

の
 相
手
方
か
ら
提
供
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
第
三
者
で
あ
 る
 被
保
証
人
と
の
間
の
関
係
よ
り
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
 

保
証
の
 

n
P
u
 

の
の
は
 

主
 

観
 的
で
あ
る
、
と
の
結
論
を
不
可
避
と
す
る
が
、
こ
れ
 は
 正
し
く
な
い
。
 

そ
し
て
、
 

罵
 0 由
は
 、
 右
の
事
柄
を
、
民
法
典
に
規
定
 す
る
保
証
契
約
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
人
的
担
保
に
つ
い
 て
も
い
い
う
る
こ
 

 
 
崎
 
柴
 

と
で
あ
る
と
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
 

 
 
性
 

の
巨
 口
四
「
 ド
ト
 の
音
 匡
 O
C
 こ
ぺ
 は
、
イ
ギ
リ
ス
 
法
 上
の
 拘
囚
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
定
義
を
援
用
し
な
が
ら
問
題
 解
決
の
手
が
か
り
 

因
 
有
 

と
し
ょ
う
と
す
る
。
論
者
ら
は
、
 

約
因
を
 
「
債
務
 負
担
ま
た
は
そ
の
他
す
べ
て
の
 出
損
 を
な
す
者
に
よ
っ
 て
 受
領
さ
れ
、
債
権
者
に
 

正
 

よ
っ
て
同
意
さ
れ
る
す
べ
て
の
木
盃
」
 

し
 些
 
1
 
 と
し
、
 保
 証
の
存
在
を
理
由
と
し
て
債
権
者
が
供
与
す
る
信
用
は
 、
十
分
な
 約
因
 と
看
 徴
 さ
れ
 

性
 

 
 

性
 
従
 

同
様
に
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
債
権
者
が
保
証
の
存
在
を
理
 由
 に
同
意
す
る
 
与
信
 な
い
し
有
利
な
地
位
が
客
観
的
 
臼
 伝
 の
と
 看
敬
 さ
れ
 

 
 鮫
る
 。こ
の
 年
信
 な
い
し
有
利
な
地
位
が
、
直
接
に
 、
債
務
を
負
う
保
証
人
の
財
産
圏
域
の
の
 
c
a
r
e
 

の
二
の
に
収
ま
 

る
か
ど
う
か
は
、
問
題
で
は
 

%
 
 
な
い
。
こ
の
 年
信
 な
い
し
有
利
な
地
位
が
、
保
証
 人
 が
同
意
す
る
 
出
損
 に
と
っ
て
十
分
な
理
由
を
提
供
す
 る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

判
 が
加
え
ら
れ
る
。
担
保
を
前
提
に
得
ら
れ
る
利
益
（
 与
信
 を
受
け
る
こ
と
）
が
 、
 

担
保
の
 

c
a
u
 

の
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
論
理
的
な
 

順
 序
 と
し
て
逆
で
は
な
い
の
か
（
因
果
律
か
ら
い
え
ば
、
 

結
 果
か
ら
原
因
を
導
く
 

か
 の
ま
う
で
あ
る
か
ら
）
。
こ
の
批
判
は
 

、
 ㌧
Ⅰ
 下
 Z
 （
 
O
 「
 が
 双
務
契
約
の
ア
ポ
リ
ア
を
捉
え
て
 n
P
 
拐
 目
の
 ヨ
 の
に
 加
 え
た
批
判
と
同
じ
 種
 

-
 
皿
 -
 

類
の
批
判
で
あ
っ
て
、
同
様
の
反
論
に
よ
っ
て
斥
 け
 う
 る
 。
す
な
 ね
 ち
、
こ
こ
で
の
 c
a
u
 

の
の
と
は
、
債
権
者
が
与
 

え
る
利
益
そ
の
も
の
 

の
 実
現
を
さ
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
か
か
る
利
益
を
 実
現
し
ょ
う
と
す
る
目
的
と
い
う
心
理
的
要
素
で
あ
る
。
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を
 認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
主
唱
者
の
ひ
と
り
ま
 0
 己
 Ⅰ
 ぺ
 は
い
 う
 。
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ぎ
田
臼
 
の
り
 
旨
色
の
 
-
p
 
の
 
せ
 
り
 
ア
 0
 
一
 
0
 
四
口
 
仁
の
 
）
、
し
か
ら
ず
ば
 
、
受
 益
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
の
考
慮
 （
 
り
 
0
 
ト
目
の
乙
 

ひ
 
Ⅱ
 
倖
 
（
 
-
0
 

し
 

デ
の
 
ヨ
遷
「
の
二
判
決
に
お
い
て
吸
殻
 

院
 自
身
が
用
い
た
用
 
語
 と
し
て
の
）
で
あ
る
」
。
 

@
 
㏄
 
@
1
 

目
偉
お
は
 、
利
益
③
 く
ぃ
 
コ
曲
 

p
m
 

の
）
そ
の
も
の
と
い
う
よ
 

り
も
、
か
か
る
利
益
の
、
知
的
心
理
的
表
象
 
物
 
（
 
B
   



手形保証の付 従性 ・独立性・有国 性 ( 柴崎 ) 

お
わ
り
に
 

以
上
の
よ
う
に
、
手
形
保
証
も
ま
た
、
人
的
担
保
で
あ
 る
 。
そ
の
侍
従
性
も
独
立
性
も
、
手
形
保
証
が
主
た
る
 債
 務
 者
の
資
力
の
み
 

な
ら
ず
方
式
の
暇
疵
を
除
く
無
効
原
因
に
 よ
 り
債
務
 そ
 の
も
の
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
危
険
を
担
保
す
る
と
い
う
 趣
旨
を
定
型
的
な
内
 

容
 と
す
る
法
律
行
為
で
あ
る
た
め
に
生
じ
る
帰
結
と
し
 て
 考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
手
形
保
証
 
を
 純
粋
な
抽
象
（
 無
 

因
 ）
債
務
で
あ
る
が
ゆ
え
に
独
立
的
で
あ
る
と
考
え
る
 必
 要
 は
な
く
な
り
、
 最
判
 昭
和
四
五
年
の
判
旨
は
、
そ
の
 原
因
（
 

c
a
u
s
 

の
）
の
 

作
 

用
の
帰
結
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

「
主
た
る
債
務
の
無
効
が
保
証
の
無
効
を
も
た
ら
す
と
 

述
 べ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
」
「
主
た
る
債
務
の
消
 滅
は
、
 単
な
る
 

帰
結
と
し
て
、
保
証
か
ら
そ
の
 
"
 有
用
性
 け
 （
 
日
繍
を
奪
 う
 。
主
た
る
債
務
の
効
力
喪
失
は
、
し
た
が
っ
て
、
 

付
従
 的
 契
約
の
存
在
理
 

 
 

由
を
消
滅
さ
せ
、
か
か
る
契
約
を
不
必
要
に
す
る
の
で
 あ
る
。
」
 

ま
 O
C
 「
 ぺ
は
、
 必
ず
し
も
こ
の
帰
結
を
 c
a
u
s
 

の
の
作
用
だ
 

と
 明
言
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
既
に
み
た
よ
う
な
 債
務
負
担
行
為
 

0
 機
能
か
こ
こ
に
い
 う
 
三
田
 繍
に
 相
当
す
る
こ
と
は
、
 
論
者
の
記
述
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
 ょ
 う
 に
解
し
て
い
る
の
 

が
大
勢
と
み
て
よ
Ⅰ
で
あ
ろ
う
 

@
 
@
@
 
 

-
M
-
1
 

。
 

同
様
に
し
て
、
手
形
保
証
も
、
被
保
証
人
が
得
る
 、
相
 手
 方
か
ら
の
信
用
供
与
を
も
っ
て
、
そ
の
原
因
と
み
る
こ
 と
が
で
き
よ
う
。
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    ） ） l エ l 5 ） l 4 ） l 3 ） 1 2 l 10   
五込 8 条 特二あ 保 なも 頁 

    
。 に @ ヨ ・ 口 

                                                        代 

条偽る一 

九 
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手形保証の付 従性 ・独立性・有田   8 2 ） ） 2 り乙 Ⅰ） l 2 ） 0 し） 工 l か l   
- 七 

頁 の 82   。 
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崎
 

判
別
が
難
し
い
が
、
概
念
と
し
て
区
別
し
て
お
か
な
け
れ
ば
 手
 形
 法
の
規
整
を
調
和
的
に
説
明
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

(
 
穿
き
 

（
Ⅳ
）
田
中
耕
太
郎
・
手
形
法
小
切
手
法
概
論
・
訂
正
田
坂
（
 昭
和
十
五
年
、
有
斐
閣
）
 一
 三
一
八
頁
。
 

性
 

（
 騰
 ）
私
見
は
、
本
文
の
よ
う
に
「
方
式
の
暇
 疵
 」
と
い
う
用
 
五
 仮
は
偽
造
を
含
め
る
と
解
す
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
偽
造
を
方
 
式
 の
 暇
 疵
か
ら
排
除
 

し
ょ
う
と
す
る
思
想
は
、
お
そ
ら
く
は
、
い
わ
ゆ
る
「
機
関
 方
 式
 」
の
 無
 権
限
署
名
に
つ
い
て
、
無
権
代
理
の
原
理
を
あ
て
は
め
 、
本
人
に
よ
る
 

遡
及
効
あ
る
追
認
の
ほ
か
、
表
見
代
理
に
 よ
 る
本
人
責
任
の
発
 生
を
可
能
に
す
る
と
い
う
企
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 し
か
し
、
私
見
 

に
よ
 れ
ば
、
追
認
可
能
な
無
権
限
署
名
は
も
は
や
偽
造
と
呼
ぶ
 べ
き
で
は
な
く
、
直
接
に
木
人
名
義
を
顕
出
す
る
こ
と
で
本
人
 の
た
め
に
す
る
 

意
思
を
示
し
た
、
代
理
人
に
 よ
 る
文
字
ど
お
り
の
顕
名
主
義
 代
 理
 と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
遡
及
効
あ
る
追
認
・
表
見
代
理
の
適
 用
 が
あ
り
 ぅ
る
 

場
 ム
ロ
と
は
、
行
為
者
に
お
い
て
、
名
義
人
に
法
律
効
果
を
帰
属
 

さ
せ
よ
う
と
す
る
意
思
が
存
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
 る
 。
事
実
上
は
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6 ） 2 

ノ ' @ つ にし 

るて すひ ド 

所 月冑 ， 
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8 ） 2 ヶ， 04 ） 
代は的                                                             

さが一 彰らめ     

しと 目 ． 対丈れ目 

て たご 子音Ⅱ あ 注のら 立   
一 32  一 

り
す
 
の
 コ
 内
の
 
，
 巨
の
 -
 
の
 コ
ひ
 
㎝
 00
 
一
の
 
-
P
O
 

コ
コ
仁
一
い
の
Ⅰ
 
い
 -
 
円
 つ
い
Ⅰ
 
一
い
 
一
の
 
@
 
円
 
Ⅰ
の
 曲
 
0
 い
 す
い
 
ヰ
 ㎝
 
0
 、
ロ
 
の
の
す
一
二
の
佳
の
住
の
 

0
 す
い
 
臣
 ㎝
の
・
 
@
 

い
二
片
Ⅰ
。
の
す
 

-
 
二
の
円
の
 

ユ
 0
 り
 
0
 ヨ
 ヨ
 の
Ⅰ
 
い
 の
・
 

巾
ぃ
 
ユ
 %0
 「
 
-
 
か
の
 
コ
ダ
 二
品
、
 
や
 
-
 乙
 １
 %
0
.
-
 
。
「
手
形
保
証
（
の
 ヰ
 ㏄
一
）
 
は
 、
為
替
手
形
の
支
払
ま
た
は
引
受
の
担
保
で
あ
る
、
保
証
（
 い
の
二
 

%
 。
二
コ
 

0
@
 
）
）
の
・
 

三
）
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」
（
Ⅰ
 
0
 の
力
 い
 
（
）
・
の
・
）
・
 

ロ
の
ロ
ま
 年
立
 0
 。
隼
の
 
ロ
 
の
り
 0
 ヨ
ヨ
 の
Ⅰ
。
の
。
 

白
 0
0
 

ヨ
ヨ
の
由
伸
ド
ミ
の
で
し
あ
ひ
 

ヰ
 ㏄
二
の
 
一
の
の
㌧
Ⅰ
。
 

り
卸
 
㏄
 ｜
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4 ） 3 ）（Ⅰ。） 33 （ 2 0 3 ） ） l 3 9 2 ） 

手授 派 と ら 目 て 保のれ ジ   

    - 

  
O    -""" 一   

の， @ 
て Ⅱ 

コの 亡 0 いで の 之 コ目 ㍉の 

三 の に 

由の 自 @ 

  

つ   

    ひり Ⅰ ク @ 
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手
形
行
為
独
立
の
原
則
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
い
。
 

（
 
鍋
 ）
統
一
手
形
法
三
二
条
一
項
・
二
項
は
一
九
二
一
 

0
 年
 ジ
ュ
 不
｜
ヴ
 条
約
仏
語
正
文
と
同
文
の
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ
一
八
 0
 セ
年
 商
法
典
の
一
九
三
五
 

年
 改
正
に
 よ
 る
一
三
 0
 条
 セ
項
 
・
八
項
と
な
り
、
 
二
 0
0
0
 年
 九
月
一
八
日
の
 オ
 ル
ド
ナ
 ソ
ス
 に
よ
る
新
商
法
典
 L
.
 

五
一
一
 

｜
 三
一
条
 
セ
項
 

八
項
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
統
一
法
七
条
は
同
様
に
同
文
の
 ま
ま
商
法
典
一
一
四
条
二
項
、
新
商
法
典
 L
.
 

五
一
一
 

｜
五
 条
 二
項
と
な
っ
 

た
 。
本
文
中
は
混
乱
を
避
け
る
べ
く
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
議
論
を
 紹
介
す
る
場
合
に
も
商
法
典
の
条
文
番
号
で
は
な
く
統
一
法
 の
 条
数
 で
表
記
し
 

て
い
る
。
 

（
㏄
）
 0
 已
己
 Ⅱ
 Z
 由
 Ⅱ
 刃
 0
 Ⅱ
 刃
 -
 つ
 「
ひ
ヱ
 

@
 
少
で
 ワ
 ㏄
の
 
1
 ㏄
㏄
 

（
 
緩
 ）
 下
 「
 
-
.
 
㏄
 
つ
 ㏄
 
ぺ
 ・
 ド a
c
a
 
百
 
@
0
 
コ
 の
の
（
ユ
ひ
。
ブ
ド
 

コ
い
ひ
 

の
 -
 一
 
o
r
 
の
 
ニ
 仁
の
 
-
 
の
 り
ニ
プ
 

Ⅱ
 
0
 い
い
ゴ
 

0
 コ
い
目
 Ⅹ
 笘
 Ⅰ
 
0
 舌
 
9
 オ
 ぺ
 で
 
0
 卜
す
 
仙
台
 
店
 
0
 ㏄
の
 @
 ㌧
二
七
二
の
的
め
の
 

 
 

で
の
 
由
 -
 で
 一
二
 

9
 で
 ゆ
 ㍉
一
の
 
-
 
㏄
 一
 
@
 ユ
の
 い
の
 
0
 Ⅰ
 
ひ
リ
コ
り
 

一
の
「
・
の
・
 

0
 つ
ひ
 
Ⅰ
の
Ⅰ
の
二
十
い
く
 

の
ま
寸
寸
 n
p
u
-
 

一
 
o
 コ
 ・（
債
権
者
の
抵
当
権
お
よ
び
先
取
特
権
へ
 

0
 代
位
が
 、
債
 

権
者
の
行
為
の
た
め
に
、
も
は
や
保
証
人
の
利
益
に
お
い
て
 利
 用
 で
き
な
く
な
っ
た
 場
 ム
ロ
に
は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
ご
 

な
お
、
一
九
八
四
年
三
月
一
口
の
法
律
一
四
八
号
に
 
よ
 り
一
一
 
頃
 が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
 づ
 o
u
 

（
の
の
 

一
 
a
u
 
の
の
 
c
o
 
コ
 （
「
 

a
@
 
「
の
の
の
中
「
 

ひ
で
二
円
山
 

0
 コ
 
0
 コ
 

 
 

4
 
3
 

卍
 き
の
・
（
こ
れ
に
反
す
る
す
べ
て
の
記
載
は
書
か
れ
ざ
る
も
の
 

と
看
徴
 す
ご
 

 
 

（
 
0
0
 
）
 臼
紙
 「
門
戸
口
「
か
の
 

@
 
（
 
か
 -
 コ
 
0
-
0
0
 
。
 
ワ
 ま
は
、
あ
る
学
説
が
「
 
手
形
保
証
は
、
自
律
的
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
の
概
念
に
含
ま
れ
、
 手
形
保
証
人
は
主
 た
 

る
 債
務
者
で
あ
る
」
と
解
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
こ
の
 立
論
に
 よ
 る
と
訴
権
譲
渡
の
利
益
（
民
法
典
 二
 0
 三
七
条
）
が
 適
用
さ
れ
な
い
。
 

四
ま
Ⅰ
 し
 刃
は
こ
れ
に
与
し
な
い
。
 

（
㏄
）
の
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